
●第56回日本人工臓器学会大会　大会賞優秀賞 受賞レポート

41人工臓器48巻1号　2019年

脱細胞化同種結合組織膜の血管移植片への応用
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1. 目　的

理想的な血管補填物開発に対し，これまで生体内組織工
学技術により患者皮下で容易に作製できる自己結合組織か
らなる代用血管の開発を行ってきた 1)。近年本技術を2歳
児への肺動脈パッチ拡大術へ臨床応用し，良好な経過を報
告した 2)。一方で，小児では基材を埋入する皮膚の面積が
限られてしまうことや，低栄養などで良好な結合組織膜が
形成されない可能性が危惧される。このため自家移植だけ
でなく，健康な親の皮下で移植片を作製し患児へ移植する
という同種移植のオプションも検討する必要があると考
え，本研究では本技術の同種移植への有用性を動物実験に
て検討した。

2. 方法・結果

直径5 mm，長さ10 cmのシリコーン円柱基材をビーグ
ル犬皮下に4週間埋入し，基材周囲に形成された結合組織
管を摘出した。得られた結合組織管を界面活性剤の
sodium lauryl ether sulfate（SLES）およびTriton-X100で灌
流し，脱細胞処理を行った。脱細胞結合組織管を15×8 
mmの紡錘形シート状にトリミングし，別のビーグル犬頸
動脈前壁へ同種パッチ移植した（n＝6）。1週，2週，4週後
に超音波検査にてグラフトを評価した後に摘出し，組織学
的評価を行った（各群n＝2）。
いずれの期間においてもパッチの瘤化や破裂はなかった。

摘出後のグラフト内腔面は1週でフィブリン様仮性内膜の
形成がみられたが，2週，4週と経時的に白色の平滑な内膜
組織へと置き換わっていった（図1）。組織学的評価では1週

でパッチ外側より細胞浸潤が見られ始め，4週ではパッチ全
層にわたって細胞浸潤が見られた。移植後4週で内腔面に
von Willebrand因子陽性の内皮細胞層が形成されていた。

3. まとめ・独創性

脱細胞化結合組織膜は動脈圧に耐える強度を持ち，移植
後早期に自己組織化するなど同種移植片として利用できる
理想的な血管補填物になりうる。
本技術を自家移植片としてだけでなく同種移植片として応

用することに着目し，その抗原性除去法として脱細胞化技術
を組み合わせた報告はこれまでになく独創的なものと言える。
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図1　移植後グラフト内腔面
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